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～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

水
辺
の
朝
市
連
絡
協
議
会
は
8

月
11
日
、
松
江
市
役
所
駐
車
場
で

水
辺
の
朝
市
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
多
く
の
人
で
賑
い
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
29
組
の
地
元
農

家
や
生
産
グ
ル
ー
プ
で
構
成
し
、

毎
週
日
曜
日
の
朝
に
同
所
で
開
催
。

地
場
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
花
を
持

ち
寄
り
販
売
し
、
利
用
者
か
ら
は
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
、
安
心
し
て

買
え
る
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
開
催
時
間
の
朝
7
時

よ
り
も
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、

開
始
の
合
図
と
と
も
に
、
目
当
て

の
ケ
イ
ト
ウ
、
菊
な
ど
の
盆
用
の

花
や
ト
マ
ト
、
ブ
ド
ウ
な
ど
旬
の

農
産
物
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
先
着
1
5
0
名
へ
、
き
ぬ

む
す
め
2
合
入
袋
を
進
呈
す
る
企

画
や
管
内
産
の
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
や
巨
峰
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
い
ま
し
た
。

須
山
智
帆
副
会
長
は
「
昨
年
に
比
べ
、
程
よ
く
雨
が
降
っ
た
の
で
、

品
質
の
良
い
物
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。
今
年
か
ら
抽
選
会
も
企

画
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
場
し
て
も
ら
え
た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

水辺の朝市夏のイベント開催

当選者に巨峰を手渡す須山副会長（左）

初検査の様子米袋からサンプルの玄米を抜き取る検査員

花や野菜を買い求める来場者

生産者の顔が見える笑顔のマーケット！

令
和
元
年
産
米
の
検
査
が
8
月
26
日
、
下
佐
陀
倉
庫
で
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
7
1
1
袋
を
検
査
し
、

一
等
米
比
率
は
87
・
2
％
で
し
た
。

初
検
査
式
に
は
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
や
荷
捌
き
担
当
者
ら
約
30
人

が
出
席
。
冒
頭
、
栗
原
令
本
部
長
が
「
令
和
に
な
り
、
初
め
て

の
検
査
。
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
お
い
し
い
米
を
、
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
適
切
に
検
査
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
検
査
手
順
や
出
荷
手
続

き
の
最
終
確
認
を
行
い
、
検
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

検
査
で
は
、
出
荷
さ
れ
た
米
袋
か
ら
サ
ン
プ
ル
の
玄
米
を
抜

き
取
り
、
粒
の
色
や
大
き
さ
、
水
分
含
有
量
な
ど
を
入
念
に
調

べ
、
等
級
の
格
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
産
米

初
検
査
実
施
！

申出
数量

集荷
数量

等　　級 １等米比
率

申出数量
対比１等 ２等 ３等

加 工 用 米 1,009 311 124 187 0 39.9% 30.82%

目標数量 集荷袋数 目標数量対比
120,000 2,269 1.89%

※各品種の「しじみ米」は品種数量に包含しています。

令和元年産米集荷状況

品種名 申出
数量

集荷
数量

等　　級 １等米
比率

申出数量
対比１等 ２等 ３等

う
る
ち

ハ ナエチゼン 9,869 1,744 1,553 178 13 89.0% 17.67%
コシ ヒカリ 32,162 218 91 127 0 41.7% 0.68%
きぬむすめ 46,021 0 0 0 0 0.0% 0.00%
つ や 姫 22,532 255 255 0 0 100.0% 1.13%
そ の 他 110 52 0 0 52 0.0% 0.00%
う る ち 計 110,694 2,269 1,899 305 65 83.7% 2.05%

も    ち 982 0 0 0 0 0.0% 0.00%
合    計 111,676 2,269 1,899 305 65 83.7% 2.03%

（単位：袋・％）

令和元年８月30日現在
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農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

JAしまねでは、「農業者の所得増大」を最大目的として、JAに出荷をいただく米生産者の皆さま
からの令和元年産米の買取手法について以下のとおり実施させていただきます。出荷時の「仮単価」
と12月の「追加金」の2段階によるお支払いをします。さらに、精算可能財源が生じれば、翌年11月
を目途に最終精算金をお支払いします。1袋でも多く出荷いただきますようお願いします。

令和元年産米出荷数量のうち、平成３０年産米出荷実績を上回った出荷数量に対し
出荷奨励として、１袋（３０㎏）当たり５００円（税込）をお支払いいたします！

※1等米品質区分について、1.9㎜ふるい目は「1.9上」、1.85㎜ふるい目は「基準」となります。
※この価格表はくにびき地区本部に該当する品種のみ掲載しております。

〔単位：円（税込）／30kg袋、（　）内は平成30年産出荷時仮単価対比〕

品種� 等級 1等 2等 3等

ハナエチゼン

12
月
末
に
追
加
金
を
お
支
払
い
し
ま
す

6,100（+100） 5,900（+250） 5,400（+250）
ハナエチゼン　しじみ米 6,200（+100） 6,000（+250） 5,400（+250）

コシヒカリ
1.9上 6,450（± 0 ）

6,150（+150） 5,650（+150）
基準 6,350（± 0 ）

コシヒカリ　しじみ米
1.9上 6,550（± 0 ）

6,250（+150） 5,650（+150）
基準 6,450（± 0 ）

コシヒカリ　くにびき米
1.9上 6,650（± 0 ）

6,350（+150） 5,650（+150）
基準 6,550（± 0 ）

つや姫（特別栽培米 ST）
1.9上 6,750（+100）

6,450（+250） 5,700（+250）
基準 6,650（+100）

つや姫（特別栽培米）
1.9上 6,700（+100）

6,400（+250） 5,700（+250）
基準 6,600（+100）

きぬむすめ
1.9上 6,350（+ 50 ）

6,050（+200） 5,550（+200）
基準 6,250（+ 50 ）

きぬむすめ　しじみ米
1.9上 6,450（+ 50 ）

6,150（+200） 5,550（+200）
基準 6,350（+ 50 ）

その他うるち（一般米扱い） 5,500（± 0 ） 5,300（+150） 4,800（+150）
銘柄もち（一般米扱い） 6,000（+250） 5,400（+250） 4,900（+250）
その他もち（一般米扱い） 5,500（+250） 4,900（+250） 4,400（+250）

米生産者の皆さまへ
令和元年産米仮単価が決定12万袋目標

「きぬむすめ」に対する出荷奨励

対　　象

支払時期対象期間

お問い合せ

ＪＡしまね米として確認がとれた主食用米の「きぬむすめ」で、等級が１～３等
の規格品とします。� �
※規格外品、加工用米は対象外となります。

１２月下旬１２月２日（月）までに出荷された「きぬむすめ」
米穀畜産課　TEL：55-3038
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く
に
び
き
地
区
本
部
の
特
産
、「

ほ
し
柿
」
の
生
産
地
で

あ
る
東
出
雲
町
上
意
東
の
畑
地
区
を
８
月
１
日
、
丸
山
達
也
島

根
県
知
事
が
視
察
に
訪
れ
、

ほ
し
柿
生
産
組
合
の
理
事
や
Ｊ

Ａ
役
職
員
な
ど
約
20
名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「

ほ
し
柿
」
は
、
飴
色
の
宝
石
と
称
さ
れ
、
適
度
な
柔
ら

か
さ
と
上
品
な
甘
さ
が
特
徴
。
昨
年
は
、
約
25
万
玉
出
荷
す

る
な
ど
、
県
内
外
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
今
回
、
県
内
の

特
産
品
の
現
状
を
把
握
し
た
い
と
知
事
自
ら
が
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
同
生
産
組
合
の
冨
士
本
数
彦
理
事
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
や
他
業
種
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
や
フ
ァ
ン
作
り
に
努
め
て
い
る
」
と
生
産
組
合
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
同
生
産
組
合
の
三
島
博
理
事

が
「
我
々
は
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
販
売
促
進

を
お
願
い
し
た
い
」
と

思
い
を
伝
え
る
と
、
丸

山
知
事
は
「
徹
底
し
た

品
質
管
理
と
こ
だ
わ
り

を
さ
ら
に
評
価
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
生
産
者

と
行
政
や
Ｊ
Ａ
が
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

10
月
下
旬
か
ら
収
穫

が
始
ま
り
、
11
月
下

旬
に
出
荷
が
始
ま
る
予

定
。今

年
度
は
、
30
万
玉

の
出
荷
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

く
に
び
き
地
区
本
部
は
8
月
19
日

か
ら
23
日
の
日
程
で
、
松
江
市
の
担

当
者
と
共
に
台
湾
の
台
北
市
を
訪
問

し
、
特
産
品
販
路
拡
大
会
議
の
開
催

や
技
術
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
松
江
大
根
島
牡

丹
を
中
心
に
特
産
品
の
販
売
展
開
に

つ
い
て
協
議
し
、
更
な
る
販
売
拡
大

や
輸
出
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
計
画
し
た
も
の
。

特
産
品
販
路
拡
大
会
議
で
は
、
松

江
大
根
島
牡
丹
の
展
示
販
売
を
手
掛

け
る
、
同
市
農
業
発
展
科
や
建
国
花

市
自
治
会
な
ど
、
関
係
機
関
か
ら
12

名
が
参
加
し
、
2
0
2
0
年
1
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
春
節
前
の
販
売
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
西
条
柿
の
ほ
し
柿
」

や
つ
や
姫
、
乾
燥
椎
茸
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
も
商
談
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
昨
年
よ
り
牡
丹
の
開
花

調
整
施
設
の
整
備
に
着
手
し
て
い
る

崧
喬
育
樂
農
場
で
、
技
術
確
立
の
た

め
の
抑
制
管
理
技
術
や
新
設
に
向
け

て
の
指
導
な
ど
を
行
い
、
現
地
で
の

販
売
力
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

訪
問
し
た
岩
田
政
彦
営
農
指
導
課

長
は
、「
協
議
を
重
ね
る
ご
と
に
、

松
江
の
特
産
品
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。
引
き
続

き
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

松
江
大
根
島
牡
丹
の
販
路
拡
大
へ
！

�

台
湾
で
特
産
品
販
路
拡
大
会
議
開
催会議の様子 現地で指導する松江市の担当者（手前）

丸山知事（右）へほし柿を渡す森廣紀元副組合長（左）

柿小屋で意見交換をする丸山知事と生産者

丸
山
知
事
が
畑
地
区
を
視
察

特
産「
○
ほ
し
柿
」に

�

つ
い
て
意
見
交
換

畑

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。
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く
に
び
き
地
区
本
部
の
特
産
、「

ほ
し
柿
」
の
生
産
地
で

あ
る
東
出
雲
町
上
意
東
の
畑
地
区
を
８
月
１
日
、
丸
山
達
也
島

根
県
知
事
が
視
察
に
訪
れ
、

ほ
し
柿
生
産
組
合
の
理
事
や
Ｊ

Ａ
役
職
員
な
ど
約
20
名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「

ほ
し
柿
」
は
、
飴
色
の
宝
石
と
称
さ
れ
、
適
度
な
柔
ら

か
さ
と
上
品
な
甘
さ
が
特
徴
。
昨
年
は
、
約
25
万
玉
出
荷
す

る
な
ど
、
県
内
外
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
今
回
、
県
内
の

特
産
品
の
現
状
を
把
握
し
た
い
と
知
事
自
ら
が
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
同
生
産
組
合
の
冨
士
本
数
彦
理
事
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
や
他
業
種
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
や
フ
ァ
ン
作
り
に
努
め
て
い
る
」
と
生
産
組
合
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
同
生
産
組
合
の
三
島
博
理
事

が
「
我
々
は
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
販
売
促
進

を
お
願
い
し
た
い
」
と

思
い
を
伝
え
る
と
、
丸

山
知
事
は
「
徹
底
し
た

品
質
管
理
と
こ
だ
わ
り

を
さ
ら
に
評
価
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
生
産
者

と
行
政
や
Ｊ
Ａ
が
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

10
月
下
旬
か
ら
収
穫

が
始
ま
り
、
11
月
下

旬
に
出
荷
が
始
ま
る
予

定
。今

年
度
は
、
30
万
玉

の
出
荷
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

ドローンについて説明する杉谷さん（左から3番目）

デモンストレーションの様子

く
に
び
き
青
年
連
盟
（
野
津
喜

洋
委
員
長
）
は
7
月
27
日
、
教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ

館
で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
方
法
を
学

ぶ
学
習
会
を
開
催
し
、
盟
友
15
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
、
生
産
技
術
の
向
上

や
盟
友
同
士
の
情
報
共
有
を
目
的

に
毎
年
開
催
。
今
回
は
ス
マ
ー
ト

農
業
を
学
び
、
省
力
化
や
生
産
性

の
向
上
に
繋
げ
よ
う
と
企
画
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
島
根
県
農
薬
管
理
指
導
士
で
行
政
や
メ
デ
ィ
ア
に
も
空
撮

映
像
を
提
供
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
杉
谷
篤
志
さ
ん
（
57
）
が

「
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
法
」
と
題
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
構

造
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
解
説
。

そ
の
後
、
場
所
を
駐
車
場
に
移

し
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
杉
谷
さ
ん
は
「
薬
剤
散

布
や
特
殊
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
圃
場

管
理
、
生
育
確
認
な
ど
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
法
は
こ
れ
か
ら
広
が
る
」

と
力
説
し
ま
し
た
。

同
連
盟
の
野
津
委
員
長
（
37
）

は
「
新
時
代
の
農
業
を
築
く
た
め

に
ス
マ
ー
ト
農
業
の
知
識
を
得
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。

厳
し
い
農
業
界
を
再
生
す
る
た
め

に
若
い
力
で
新
し
い
農
業
を
を
始

め
、
地
域
を
活
性
化
し
た
い
」
と

意
気
込
み
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
省
力
化
！

青
年
連
盟
が
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
学
ぶ

揖屋地区中海干拓農地販売・
貸付現地相談会のご案内

営農指導員が巡回します！ 営農指導巡回中が目印！

中海干拓農地で安全・安心な
農業を始めませんか！
しまね農業振興公社では、公社が保有している中海
干拓農地の販売又は、貸し付けについての「無料相
談会」を開催しますので、お気軽にお越しください。（要
予約）

予約申込先・お問い合わせ（主催者）
公益財団法人

TEL:20-2870又は22-5115 http://www.agri-shimane.or.jp/しまね農業振興公社

営農経済部では、営農指導員がより身近な存在として、現
地での営農指導を積極的に行うことを目的に、管内圃場を巡
回しています。目印は公用車に貼られた営農指導巡回中の
マグネットシートです。
今後は、必要とされる肥料・農薬等を積載し、現場で直接農
家の皆さんに供給する取り組みも開始し、「農業者の所得増
大」「農業生産の拡大」を目指します。
作物栽培等のご相談は、JAの営農指導員にお任せください！！

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。
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～くにびき地区本部の取り組み～

～くにびき地区本部の取り組み～

地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

八
雲
支
店
運
営
委
員
会
（
山

根
盈
樹
委
員
長
）
は
8
月
3

日
、
八
雲
町
東
岩
坂
に
あ
る
約

10
ａ
の
荒
廃
農
地
を
活
用
し
、

地
元
小
学
生
を
対
象
に
「
蕎

麦
づ
く
り
体
験
」
を
行
い
ま
し

た
。「蕎

麦
づ
く
り
体
験
」
は
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
耕

作
で
き
な
く
な
っ
た
圃
場
で
、

そ
ば
を
栽
培
し
景
観
の
維
持

や
農
を
通
じ
て
地
域
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
た
も

の
。当

日
は
、
支
店
運
営
委
員
、
八
雲
小
学
校
の
児
童
、
八
雲
支
店
職
員

な
ど
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
山
根
委
員
長
は
「
種
ま
き
か
ら

そ
ば
打
ち
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
農
業
の
楽
し
さ
や
食
べ
物
の
大
切
さ

を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
奥
原
展
芳
副
本
部

長
が
そ
ば
の
栽
培
暦
や
管
理

方
法
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
強
い
日
差
し
が

照
り
つ
け
る
中
、
参
加
者
は

圃
場
に
移
動
し
約
1
時
間
、

丁
寧
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
深
江
隆
惺
く
ん

（
小
学
4
年
生
）
は
「
そ
ば
の

種
ま
き
は
初
め
て
。
そ
ば
が

好
き
な
の
で
収
穫
と
そ
ば
打

ち
が
楽
し
み
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
支
店
運
営
委
員

や
支
店
職
員
が
維
持
・
管
理

し
、
来
年
の
年
明
け
に
は
そ

ば
打
ち
・
試
食
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

荒
廃
農
地
を
活
用
し
蕎
麦
づ
く
り
体
験
！

八
雲
支
店
運
営
委
員
が
種
ま
き
実
施

そばの種をまく児童

牡丹集出荷場で説明を受ける参加者

立ち姿を学ぶ参加者

稲蔵で荷受設備を見学する参加者

解説する宮月さん

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
8
月
28
日
、「
営
農
施
設

学
習
」
を
開
催
し
、
管
内
の
Ｊ
Ａ
営
農
施
設
を
見
学
し
、

農
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

午
前
中
は
農
薬
や
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
を
保
管
す
る

物
流
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
を
見
学
し
、
保
管
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
わ
つ

を
訪
れ
、
店
内
に
並
ぶ
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
特
産
品
を

使
っ
た
加
工
食
品
な
ど
を
手
に
取
り
、
鮮
度
と
品
揃
え
に

感
心
し
な
が
ら
買
い
物
も
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
八
束

牡
丹
集
出
荷
場
・
低
温
処
理
施
設
で
は
、
国
内
外
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
、
松
江
大
根
島
牡
丹
の
出
荷
状
況

や
牡
丹
苗
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

昼
食
後
に
は
、
中
海
干
拓
集
出
荷
場
や
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
米
蔵
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
稲
蔵
を
巡
り
、

キ
ャ
ベ
ツ
等
の
野
菜
や
米
の
集
出
荷
の
状
況
を
学
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、「
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
に
大
変
な
労
力

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
今
ま
で
以
上

に
感
謝
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
初
め
て
行
く
施
設
が
多

く
、
説
明
を
受
け
な
が
ら
機
械
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女

子
大
卒
業
生
会
は
8
月
21

日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ

ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
「
イ
ン

ナ
ー
か
ら
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
」
講
座
を
開
催
。
13
名

が
参
加
し
、
内
面
か
ら
の
女
性
ら

し
さ
と
仕
草
を
学
び
ま
し
た
。

同
講
座
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
を
実
践
し
、
気
持
ち
も
見
た

目
も
若
々
し
く
な
る
こ
と
で
、
人
生
を
豊
か
に
楽
し
く
過
ご
し

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
。

当
日
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
で
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
資
格
を
持
つ
宮
月
純
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

講
座
を
開
始
。
宮
月
さ
ん
は
「
自
分
ら
し
く
、
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
重
要
。
好
奇
心
を
行
動
に
移
す
こ
と
で
魅
力
が
増
し
、

若
々
し
く
い
ら
れ
る
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
所
作
を
綺
麗
に

見
せ
る
方
法
を
学
び
、
美
し

く
見
え
る
立
ち
姿
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
実
践
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
自
分
に
自
信

を
持
ち
、
肯
定
す
る
こ
と
を

心
掛
け
た
い
」「
重
心
の
置

き
方
だ
け
で
、
姿
勢
が
こ
ん

な
に
も
変
わ
る
の
か
と
驚
い

た
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
ま

し
た
。

※�

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と

は
、
加
齢
に
よ
る
心
身
の

衰
え
に
対
抗
し
て
い
つ
ま

で
も
若
さ
を
保
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
味
。

女
子
大
営
農
施
設
学
習

中
海
干
拓
集
出
荷
場
な
ど
巡
る

女
子
大
卒
業
生
会
が
開
講

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
で

�

若
々
し
さ
を
保
つ
！
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松江に伝わる郷土料理を次代へ伝承していくため各地区のメニューを季節ごとに紹介します。

しじみご飯

今月の
料理人

宍道地区は日本有数のしじみ漁獲量を誇る宍道湖に面し
ているため、しじみはどの家庭でもよく食卓に登場します。
しじみは小分けして冷凍すれば長期保存ができ、いつで
も使えます。そして旨味成分と栄養価もアップするそうで
すよ。

よく砂を取りのぞくことがポイントです。

①しじみは事前に砂抜きし、ざるに上げておく。
②米を研ぎ、ざるにあげる。
③鍋にしじみと水400ccを入れて、弱火で全部の殻が開くまで煮る。
④しじみとしじみ汁に分け、だし汁はこし布でこし、冷ましておく。
⑤しじみは殻から身を取り出し、身がくだけない程度に水洗いする。
⑥ニンジン、ショウガは1.5㎝長さの千切りにする。
⑦うす揚げは細切りにして湯通しをする。
⑧�炊飯器に米、調味料、だし汁を窯の分量目盛まで調整する。
⑨しじみの身、ニンジン、うす揚げ、ショウガを入れ炊く。
⑩炊き上がったら軽くほぐして出来上がり。

【作り方】

【材　料】（4人分）
米…………2合　しじみ……300g　だし汁……300cc
ニンジン…20g　うす揚げ…14g　 ショウガ…7g
（調味料）
薄口しょうゆ…20cc　 濃い口しょうゆ…10cc
酒………………20cc　 みりん……………20cc

10月のメニュー　「からだにおいしい発酵食」
★トウガンとショウガ汁　★甘酒入りトマトチキン
★カボチャときざみ昆布煮　★甘酒ヨーグルトプリン　★雑穀米
� 　（メニューは都合により変更させていただくことがあります）
募集人数　25名程度
組合員、利用者、松江市民の方を対象に募集します。（男女を問いません）
参加費　1,200円（当日現金にて申し受けます）

準備品　エプロン・三角巾・マスク・筆記用具など

申込締切　2019年10月21日（月）
お申込み/お問い合わせは
①住所②氏名③電話番号をご記入の上、ハガキまたはFAX、
Ｅメールでお申込みください。
〒690-0823  松江市西川津町1635-1
くにびき地区本部企画総務部ふれあい課・サンサン料理教室係
TEL：（0852）55-3018　FAX：（0852）32-6870
E-mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp
※�定員になりお断りする場合は電話にてご連絡いたします。連絡がない場合は当日会場ま
でお越しください。

サン　サン
料理教室

栄養価が高く、美容や健康への
効果が見直されている発酵食品。
毎日の食卓に取り入れてみませんか！

2019年10月29日（火） 10：00～13：00
※定刻になり次第開始しますので、時間に余裕をもってお出かけください。

くにびき地区本部
San・san館
松江市西川津町1635-2

日
時

場
所

参加者
募集 !

③ ⑩

宍道支部
内藤　辰枝 さん（左）
出川　美子 さん（右）
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自動車センター TEL：55-3077お問い合わせ先は

今月の特選車

※�すでに売約済みの場合はご容赦下さい。

〔年　式〕平成29年式
〔走　行〕41,100㎞
〔車体色〕�シルバー　 ＡＴ 4WD
〔車　検〕受渡し
〔装　備〕�AC PS PW ナビ ETC� �

バックモニター 〔車両本体価格〕 �920,000円（税込）
 � （諸費用別途）

ダイハツ ハイゼットトラック ジャンボ 定年退職者

永年お世話になり
ありがとうございました。

三 島 滋 夫

令和元年8月31日付

第7回

令和元年11月2日（土）8時00分受付開始　9時30分出発　※雨天決行
くにびき地区本部
松江縁結び大橋～くにびき大橋10㎞コース（地図参照）
150名程度
500円（傷害保険料含む）※参加料は当日現金にて申し受けます。
住所・氏名・年齢・性別・電話番号・緊急連絡先を記入の上、
ハガキ、ＦＡＸまたはＥメールで下記までお申込みください。
10月25日（金）必着
ゼッケン・完歩証・ＪＡグッズ
水筒・雨具・帽子・タオル等
お楽しみ抽選会、女性部による「特製みそ汁」無料配布、特産品等の立売り、バイタルチェック（血圧測定）等

主催：くにびき地区本部／共催：くにびき女性部、くにびき青年連盟
特別協力：松江ウォーキング協会

HP： JAしまねくにびき地区本部 検 索企画
（0852） （0852）

ジョイフル

グラウンド

丸三ツインタワー丸三ツインタワー

をっちゃんラーメンをっちゃんラーメン
ローソン

マツダオートザム松江

エバルスエバルス

はるやま

スタート・ゴール
くにびき地区本部農機／

自動車センター

JAしまね
くにびき
地区本部たまち保育園

松江エクセルホテル東急

橋脚下
《チェックポイント》

東津田児童館
（トイレ）
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※各相談とも無料で
　お受けしています。10

10月16日㈬・17日㈭10月 ふれあい訪問日

○くにびき地区本部金融共済部ローン営業センターで
は、土曜日（10：00～15：00）に休日住宅ロー
ン相談を実施しています。要予約。
※10月の土曜営業日は12日、26日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380

日 曜日 相談会内容 場所・時間
9 水 税務相談会 宍 道 支 店（TEL：66-0416）10：00～12：00
10 木 税務相談会 津 田 支 店（TEL：24-1818）10：00～12：00
11 金 税務相談会 中 原 店（TEL：21-2567）10：00～12：00
※税務相談会のご予約は、開催日２日前までにお願いします。予約先：開催会場となる支店・店

氏　名 新　　　任 旧　　　任

営農経済部

岩水　孝則 営農企画課担い手サポートセンター新規就農係 営農企画課担い手サポートセンター担い手対策係
田中　健次 産直資材課ＪＡグリーンかわつ店舗係 産直資材課ＪＡグリーンつだ店舗係
梶谷　朋之 産直資材課ＪＡグリーンつだ店長 美保関支店信用渉外係（支店長補佐）
吉川　敏弘 産直資材課ＪＡグリーンつだ店舗係 産直資材課ＪＡグリーンかわつ店舗係
石橋　保範 営農指導課（課長補佐） 生活福祉部葬祭課葬祭センター（センター長補佐）

生活福祉部

井上　　進 福祉課サン・エールたまゆ通所介護事業所福祉係 生活福祉部福祉課サン・エールたまゆ短期入所生活介護事業所福祉係
近藤　好幸 福祉課サン・エールたまゆ通所介護事業所福祉係 生活福祉部福祉課サン・エールたまゆ短期入所生活介護事業所福祉係
澤田　佳男 福祉課サン・エールたまゆ通所介護事業所福祉係 生活福祉部福祉課サン・エールたまゆ短期入所生活介護事業所福祉係
田中　達也 福祉課サン・エールたまゆ通所介護事業所福祉係 生活福祉部福祉課サン・エールたまゆ短期入所生活介護事業所福祉係
勝部　静枝 福祉課サン・エールたまゆ通所介護事業所福祉係 生活福祉部福祉課サン・エールたまゆ短期入所生活介護事業所福祉係
沖本　達哉 生活総合課資産相談センター資産相談係係長 企画総務部人事課付（ＪＡ世田谷目黒出向） 
佐藤　　隆 生活燃料センター生活燃料係 法吉支店業務係
上田　　武 葬祭課課長 生活福祉部葬祭課課長兼葬祭センターセンター長
大野　公祐 葬祭課葬祭センターセンター長 営農経済部産直資材課ＪＡグリーンつだ店長
米倉　　申 葬祭課葬祭センター葬祭係（正職員登用） 葬祭課葬祭センター葬祭係

企画総務部
今岡　　修 統括部長兼企画総務部長 津田支店支店長
山田　弘樹 企画管理課リスク管理係（課長補佐） 東出雲支店支店長
黒﨑　　唯 企画総務部人事課付 生活福祉部福祉課サン・エールたまゆ短期入所生活介護事業所福祉係

川 津 支 店
柳浦　純子 業務係 生活福祉部生活総合課資産相談センター資産相談係
寺本　友香 業務係 企画総務部人事課付
足立　　彩 業務係 古江支店業務係

古 江 支 店
池田　久夫 支店長 八束支店支店長
樋口麻友佳 業務係 企画総務部人事課付

津 田 支 店
野津　　隆 支店長 古江支店支店長
黒目　早貴 業務係 乃木支店業務係

乃 木 支 店 久井　真希 業務係 企画総務部人事課付

鹿 島 支 店
山田　健一 業務係 川津支店業務係
小林　順子 業務係 川津支店業務係
野津　治美 古浦店 鹿島支店業務係

八 束 支 店 井上　和之 支店長 営農経済部営農企画課（課長補佐） 

美保関支店
石田　　翼 信用渉外係 営農経済部営農指導課営農指導係
古藤　由美 業務係 川津支店業務係

東出雲支店
越野　浩昭 支店長 統括部長兼企画総務部長
岩田真規子 業務係 川津支店業務係

玉 湯 支 店 永井　真理 業務係 企画総務部人事課付

人事異動のお知らせ 令和元年9月1日付で、定期人事異動を発令いたし
ました。
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